ピアエデュケーション手法を用いた母性看護学演習のピアエデュケーターへの教育効果 by ケニヨン 充子 et al.
ピアエデュケーション手法を用いた母性看護学演習
のピアエデュケーターへの教育効果












Educational effects of maternity nursing practicum on the peer educators 
who utilized peer education
ケニヨン充子　　三里久美子　　岸田　泰子






















scores	were	 examined	before	 and	 after	 the	 program.	After	 the	 conclusion,	 group	




the	 following	 five	 categories	 regarding	 educational	 effects	 on	peer	 educators	were	
extracted:	“Acquisition	of	knowledge	and	skills,”	“Improvement	of	self-affirmation,”	“Efforts	
for	 learning	activities,”	 “Acquisition	of	 roles	as	 seniors,”	 and	 “Collaboration	 regarding	
learning	with	peers.”
Conclusion:		Changes	 in	 learning	activities,	 collaboration	with	peers,	 and	 increased	motivation	 for	
learning	were	noted	as	educational	effects.	There	was	no	change	with	respect	 to	 the	
GSES,	but	it	provided	an	opportunity	to	gain	confidence	and	realize	self-growth.
研 究 報 告























































































































い」1 点から「非常に当てはまる」5 点の 5 段階
評価であり、各下位尺度得点は 4 点から 20 点、
総得点は 36 点から 180 点の範囲をとる。総得点


































































の 15 コマのうち、技術演習 8 コマ（4 日間）の
いずれかの日程で、ピアエデュケーションを行


























































































点の変化を表 2 に示す。実施前の GSES	は 7.1 ±
2.5	点で、実施後の GSES	は	7.3 ± 2.8	点と得点




























表 1　学習活動自己評価尺度の演習前後の比較 （n ＝ 7）
項　　　目 演習前（平均値± SD）
演習後
（平均値± SD） t 値 p 値
Ⅰ．本番さながらに援助する 14.6 ± 3.6 17.9 ± 2.0 －3.16 0.02　
Ⅱ．学んだことを使い手順に沿って練習する 16.0 ± 2.1 19.1 ± 1.1 －4.46 0.004
Ⅲ．技術に自信を持てるように繰り返し練習する 11.4 ± 2.9 16.6 ± 2.4 －4.14 0.006
Ⅳ．確実に技術を修得できているかを確かめる 12.3 ± 3.1 17.6 ± 1.9 －5.32 0.002
Ⅴ．いろいろな方法を使って演習中に生じやすい
問題を解決する 11.0 ± 1.6 14.3 ± 2.1 －3.80 0.009
Ⅵ．教わったことを理解して取り入れる 15.4 ± 1.5 18.4 ± 2.1 －3.81 0.009
Ⅶ．お互いに協力し合いながら練習する 15.4 ± 2.3 18.4 ± 1.7 －3.07 0.022
Ⅷ．時間をうまく使って順番に練習する 12.7 ± 2.5 16.1 ± 2.6 －2.32 0.059
Ⅸ．時間内に目標を達成できるよう工夫する 12.9 ± 2.5 16.4 ± 2.5 －2.66 0.038
総　得　点 230.6 ± 31.1 293.3 ± 27.1 －5.325 0.002
表 2　一般性セルフ・エフィカシー尺度の演習前後の比較
（n ＝ 7）
演習前 演習後 t 値 p 値




















































































































が 127.6 ± 20.2 点であった12）と報告している。本
研究対象者のプログラム実施前の平均得点は























均点は 6.58 ± 3.37 点、看護学生の平均は 8.05 ±
4.05 点であった15）と報告されている。購入した
GSES 尺度質問用紙および採点用紙によると、学
生の場合、合計得点が 5 ～8 点でセルフ・エフィ
カシーの程度を普通と判断している。したがっ
て、本研究の対象者は、プログラム実施前の
GSES 得点が 7.1 点であったことから、平均的な
集団であったと考える。本研究では、GSES の得
点は、プログラム前後で得点の変化は認められな
かった。その理由として、セルフ・エフィカシー
は個人の行動に対して長期的に影響を及ぼしてい
る11）とされ、その人の信念を揺るがすような体
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験をしない限りは、大きな変化は認められないの
ではないかと考える。むしろ、セルフ・エフィカ
シーの高低が学習活動に影響を及ぼす可能性があ
るのではないかといえる。今回のピアエデュケー
ションは、短期的な経験であったことから、自己
効力感には影響がなかったことも考えられる。
Banduraは、自己効力感には影響する4つの情報、
自分で実際に行なってみる「遂行行動の達成」、
他者の行為を観察する「代理的経験」、自己教示
や他者からの暗示「言語的説得」、生理的な反応
の変化を体験する「情動的喚起」がある16）と述
べている。グループインタビューの結果を見る
と、《教授するための努力》や《看護技術の習得》
《知識の深まり》を感じており、「遂行行動の達成」
が見られていたのではないかと推察される。ま
た、や《教授するための努力》《仲間との学習の
研鑽》はまさしく「言語的説得」がなされていた
といえる。他者の行為を観察する「代理的経験」
も《仲間の模倣》でみられており、GSES 得点の
変化には至らなかったが、自己効力感に影響を及
ぼす情報の存在が確認できた。
　高野らは、エデュケーターを努めた学生の感想
として、「自分の成長を認識できた」「実習を通し
て学んでいたのだとわかった」「後輩との交流が
できた」といった内容があった17）と報告してい
る。今回のグループインタビューからも、《自己
成長を自覚》、《自身の獲得》、《自己の再認識》な
ど【自己肯定感の向上】していることが明らかに
なった。また、《後輩との交流促進》《先輩として
の責任感》など【先輩としての役割獲得】も感じ
ていた。本研究で新たに、ピアエデュケーターを
行うことで、《仲間との学習の研鑽》《仲間の模倣》
など【仲間との学習の協働】といった教育効果も
得られることが明らかになった。
2．看護教育への示唆
　本研究結果から、ピアエデュケーションを用い
た演習技術でピアエデュケーターを務めること
で、専門的知識や技術の習得、自己学習の能力向
上などの教育効果が得られることが明らかになっ
た。ピアエデュケーションは、実習前後における
技術習得のための教育手法として効果的であると
考えられる。また、エデュケーターの学生は、臨
床現場でも重要となる【仲間との学習の協働】や
【先輩としての役割認識】等も学ぶことになり、
技術習得だけにとどまらず、様々な能力を向上さ
せる可能性があることが示唆された。
　今村らは、常に学生自身が学習への手ごたえや
目標を持って学習できるよう、学生のレディネス
に合わせた「仕掛け」が必要である13）と述べて
いる。今回、エデュケーターを担った学生は、講
義・演習・実習を経た学生であった。学習してい
く上で、実習・演習などで体験したことや仲間と
話したり聞いたりしたことは、記憶に定着しやす
い上、既に習得した知識と技術をさらに磨いてい
くという行為が、能動的な学習へとつながったの
ではないかと考える。さらに、教員に代わって自
分たちが後輩に技術を教授するという責任感と教
員や後輩学生からの期待を感じることで、自己教
育力を伸ばし、自己効力感が向上したと考える。
したがって、今回のエデュケーターのレディネス
にあった教育介入であったといえる。
　他者に技術を教授できるレベルにまでエデュ
ケーターの学生を育成するには、時間と労力が必
要になる。また、学生により学習方法は異なり、
学生個人に合わせた養成を行うには限界がある。
しかしながら、ピアエデュケーション手法で、よ
り質の高い教育を行なうためには、エデュケー
ターの養成が不可欠である4）といわれていること
からも、学生にとってよりよい学習環境で学習が
積み重ねられるよう、今回のエデュケーター育成
プログラムをより洗練していく必要があると考え
る。
　今後、ピアエデュケーション手法を用いた母性
看護学演習の有効性を明らかにし母性看護教育に
導入するためには、エデュケーターからの教育を
受けた後輩学生への教育効果についても検証が必
要である。ピアエデュケーション手法による演習
を行うことで双方に教育効果が高いことが明らか
になれば、新たな看護技術教育の提案につながる
であろう。
　研究の限界として、本研究の対象者が 7 名と少
ないこと、対象となった学生が母性看護学への興
味が高く意欲的であった可能性もあり、今後さら
なる検討が必要になると考える。また、ピアエ
デュケーターの人数やピアエデュケーター養成方
法、プログラム内容などの妥当性に関しても検証
が必要である。
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Ⅴ　結　論
　ピアエデュケーション手法を用いた母性看護学
演習でのピアエデュケーターへの教育効果につい
て検証した。看護技術に関する知識や技術を獲得
した上で、後輩に対して看護技術を教授すること
で、学習活動自己評価の得点に上昇が見られた。
GSES 得点には有意差は認められなかったが、ピ
アエデュケーターを経験した結果、自己肯定感が
向上したと感じている学生が存在した。
　ピアエデュケーション手法による母性看護学演
習では、ピアエデュケーターへの教育効果とし
て、【知識・技術の獲得】のみならず、【学習活動
への努力】や【先輩としての役割認識】が備わる
こと、【仲間との学習の協働】が出来ることが明
らかになった。
付　記
　本研究は、2018 年度総合文化研究所研究助成を受
け、研究を行った。本研究の一部は、第 59 回日本母
性衛生学会学術集会で発表した。
　開示すべき利益相反関係にある企業などはありませ
ん。
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